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５月２３日(木)に全校の子どもたちが体力テストを行いました。
これは，現在の子どもたちがどれだけの体力・運動力をもってい

るかを試すものです。毎朝のランニングや「チャレンジかごしま」
できたえた子どもたちの能力は非常に高いものでした。
これからも心身ともに大きく成長してほしいです。

【子どもの感想】
１年 梶ケ山 悠莉
５０メートルそう

たいりょくテストの
５０メートルそう
よういとん！
とちゅうでこけた
でもさいごまで走ったよ
なかなかったよ
がんばったよ

５月２１日(月)に全校の子どもた の行事予定
ちでさつまいもの苗植えを行いまし
た。マルチ作りから，１２０本の苗 ５日(金) すももの収穫
を一本ずつていねいに植えていきま ９日(火) 牛根３校真鯛の稚魚放流(予定)
した。 １０日(水) 校内水泳大会(雨天時：授業参観)
「大きなさつまいもになってね！」 学校保健委員会・学級ＰＴＡ
子どもたちの思いが伝わるといい 牛根３校ＰＴＡ水難救助法講習会

です。 １３日(土) 土曜授業日・人権集会②
１９日(金) 終業式・大掃除

早く大きくなあれ ２１日(日)～８月３１日(土) 水難事故防止運動強調期間

【４年 中濵 波音】
まず土にマルチをかぶせ，マルチの横に土をかぶせました。次

に竹で苗を植えました。竹を横におすのが難しかったです。そし 市民館へどうぞ！
て水やりをしました。 昨年度より垂水市民館に市内の小中学生によるアートギ
草取りや水やりをして，去年より大きなさつまいもになってほ ャラリーができています。本校の子どもたち全員の作品が

しいです。 展示される予定です。どうぞ市民館へお越しいただき，子
どもたちの作品をご覧ください。

集団生活の大切さ…５校集合修学旅行 ◆５校集合学習会
(新城・柊原・松ケ崎・境・牛根小学校１～４年生)

５月２９日(水)より１泊２日 ５月３１日(金)に境小学校で５校集合学習を行いました。
の５校合同修学旅行を行いまし ミニ運動会やたくさんの同級生との授業を体験し，充実した
た。他校の友だちとの集団生活 楽しい一日を過ごしました。
をともに過ごす中で，集団で行 たくさんの友だちと交流したり，積極的に学習に取り組んだ
動することの大切さや熊本城を りと，にこにこ笑顔の８人の子どもたちでした。
はじめ，歴史豊かな施設の見学 みんなで学ぶ楽しみを十分味わえた一日になりました。
等，貴重な体験となりました。
高学年としての自覚と責任を

もった子どもたちでした。

【子どもの感想】 ６年 中濵 海音
５校修学旅行の最初はなかなかちがう学校の人としゃべれなか

ったけれど，熊本城に着く前には，みんなと楽しく話をすること
ができました。熊本城では，３年前の地震でこんなにも大きなひ
がいにあったのかとおどろきました。でも，少しずつ復こうして
いる熊本城は，とてもかっこよかったです。

『日曜参観』・『親子ふれあい活動』 建設現場に行ったよ！「建設施設出前授業」
６月２日(日)に日曜参観を行いました。 ５月１４日(火)に上津さんの御指導のもと，全校の子どもたちに
１時間目の授業参観の後，２時間目は，全学年の子どもたちと保 よる「建設施設出前授業」を行いました。

護者による「歯と口の健康教室」を行いました。かむことと歯の大 上津さんから建設工事に関する話を聞いた後，実際に垂水の工事
切さを知り，１～３年生はカラーテスターによる染め出しで歯磨き 現場を見学し，後日校庭に運んだパワーショベルを子どもたちが操
の仕方も学びました。よく磨いているようでも磨き残しがあり，磨 作しました。体験を生かしたとてもよい学習になりました。
き方のこつを学びました。

３・４時間目は，親子で交 ５年 西村萌々香
通安全を呼び掛けるかかしづ
くり。「目玉おやじ」，「ドー わたしは，ふだん見れな
モくん」を題材として親子で い工事現場を見ることがで
ユニークなかかしを作り上げ きたし，コンクリートに穴
ました。 を開ける工夫や何人でやっ
牛根３校のバレーボール大 ているのか知ることができ

会も多数の参加をいただき， たのでよかったです。
チームワークを生かして，見
事優勝することができました。
ありがとうございました。

自分の体力を知るために

大きくなぁれ「いもの苗植え」

不測の事態から子供を守る
校長 比志島 寿

安心・安全であるはずの歩道を歩いていても，決められたバス
停に整然と並んでいても，過失のない子供や大人の尊い命が奪わ
れる痛ましい事件や事故が後を絶ちません。
子供たちの大切な命を預かる身として，予期せぬこのような事

件や事故を，「想定外の事件や事故」といった一言で片付けるこ
とはできません。学校では，毎年，関係機関の協力もいただきな
がら，交通安全教室や不審者対応訓練などを実施しています。地
域の大人がいつも見守ってくれているとは限らない実情がある
中，自分の身を守るためにはどうすればよいかという危険予知能
力や危険回避能力を育てる必要性を今更ながら痛感しています。
自転車で走行中の高校生が歩行者と接触し，歩行者が死亡する

という悲惨な事故も起きています。子供たちが，被害者にも加害
者にもならない安心で安全な環境づくりに努めたいものです。
地域での子供たちの様子で気になること等がありましたら，遠

慮なくご一報ください。


